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「お ら が町の音楽会」
牧 野 正 人

先日は浜松書栞友の全=継 の音楽会に出積させていたださ 有 態うごさいました。

出かいわ客きまに囲まれ 心 地よい拍手の中で 自分なりに 結 足のゆく泳贅ができたと思つております。

さて者は イ タリアに留草していた時の軒 "ヒイタ庁 の古いほ室の町 ペ タレチモ 私 のせんでいたミラノ″う こ ■て1に

田ユとということで 気軽 | こ の町の劇爆によよくて力Ⅲすました す ベラカ韓わつてから近くのレストランで資事をして ワ

インを少しよみすぎたとしても 悠  々家 に帰り求くこと'4てきました。

イタ"アにま=大 lH拐といつて ヽ ランのス,ラとのほ力 '一 マのオベラE フ イレンツェ 京 '一ニィの市立胡拷 す イ

リのサンケルロ削卵 iあります そ してさうに こ ltうの値にt た くさんの小さを町にそl■ぞれ その町の:今るオペラⅢl務″
【

あるのです こ のベル″■という町もそういoた町の一つて 作 は家ドit,テ イの生地ということて う年fkには 「ドニどン

ティとその時十ミ」というフエステイ本ルが開かれます

この町のオペラハ'えてに も ちらんキヤストの■い手避はシーズンで髪綺したオ本ラ雄=遊 ですが 面 白いこと= 通 行人

などの い わゆるエキストラや合唱団賀に 町 のオベラ気通い?の い わゆる出ため〔りの人送 通ヽしつています そ して 上正

のための済登不足のと営主 舞 台要置を動 ,Hfは索のアイアアのもとに航略イヒ=l■ためじ=す。

しかし毎年 とり演日もなのこ↓った =当 it索晴らしいオベラ上演と,り ます 天 丼械取のいつとの席には取つた 町 のオ

ペラ批辞霊たち"i 「ブラ末■―Jや 「ブータJな どのま声を上げます ■ にには怪まって 「マエストロ 有 雄うIJと お

「そのとうり1水 ユこうある本さ!Jな どと 大 胆にも大声を発してしまう人メい=す。

英いらしいと思つたことま そ のようにして お ら力研の言弾水準ま自分選て作本んた という意気込みが窪い。気に大ら,

い転,■ は 「ブープーJ言 つてとい出し よ いものは大手にして と ことん付き合おうという気持ちを 町 の皆力靖 つているの

です。

拍押者やない手にと,て は こ れまきびしい 日 釜町のオベ'ハ ウスだかうといつて 力 をぬく眠にはいかない。気合いが

入つて Ilい積法をすれば理り上がる。とrtなくをつ反応カイいいから ウ ケAぼ脱衆と積奏者との田( 相 そ幼来でどんどん茉

打入リ オ 本ラ全体イ密'上がめ 0い ては町の文化末準の向上にもつな力
(っていくというわけてす。

残合なあ(ら ま r ttF日ではこのような葉哺らしい,シ■―卜やオペラは ,力 ■ヽか'る ことができ宮せた。もちろえ ヨ
ー

ロッタ(のように■のオベラハウスをとまありません力ら い わゆる 「おら"町の   」 というような気持ちは起こうないのだ

と思います

し力し今 各地ヽ言英空好家の終まけや

とくにそのな力でも何らかの目的 B岳 を章

つた準回による シ リー/‐ヨンサート ラ ■

スティタ【ルなどの催し力F増ぇてぃます そ イト

は■や町が三忙になった,後 張したりする

比核的大きなものもありますが な 力Htよ故

人たけて格直される 本 J〔 小規張なものま

で科々です そ して た とえど大なに小さな

田llでt「 本当によいものを印とたいJ「大努

0人 に喜【れる のヽを企画したいJという様な

9月 8日のコンサートでの匁野正人されと山田実津子さん



切なる思い さ らに 「どの様な千楽全を続けてゆくの力Jという明穣な工旨カイ確実に告を広|ス人を終わ ョ ンす―卜やフェス

テイン切 ●成功につな力【るのだと思います。

「おら力〔町の者来会Jを 定着させるためには オ ペラ′ヽゥスの■うに  い つもその場所に行 11=やつてい本
ヤ
と町の管'1

知つている減贅会場の駈拝 古 来第の名前を開いただけで  あ あ ゎ れわぇ
°
と町の皆カイわかるくらいのi伝 。そして何よ

リ ヨ ンサートに来たお客力改望しないための企画  、 大タッフま,Htし。しガし ス タッ7捌 tし くて ,ン テ?舞 いす

五十まするまと そ の活気や脩ネま ま Ir妥 をに
よ
やる気
"を
起こさせ そ してそイトは減要者を通して強策t伝 わっていきま

す。

今回 Ftな者舛友り会を企画さl■ているスタッフリ皆構と打り合いました そ して何かそういう語気り練なものをfl t応しま

した。いつまでt新鮮( 市 気力rぁり  活 さがよく そ して
Ⅲ
枠 な 言キ会であ,綻 けて下さい。

「おら"て町リキ楽会Jを 目通して下さい。

“
四毒のコンサート

'

船 越  楽 沙紀

抑本には言環の好事を人が夕いκだなあと 四寄のコンサートに来るたびit思います。おそく行くといい席がなくなるので

いつも早日1と出ⅢⅢナて並ん(入 ります

毎回ちう1った言草力慎をで聴1するの( 環 しな|しています。率には あ まりralく検釣 〔ないアョーデイオンの涼豪も開(こ

とができました。うんとに沢|の ポタンの古をよく覚えられるなあと四心しました 私 もさわってみたかったてす

ス ■ のtう一つの英しみま 出 演者の方のお意ヽインタビェーてす。ま妥ヽま 自 分とまおい所にいるように思えるのです

" ■ 話していといは自分の近くこ感じらttます。どのように縦口しているのか 私 の年の頃まどんな子供だつたかなど 私 も

いらいろ田いてみたいてす。

そこでHう のですがインタビューの時に開j5から直接女例してもち,た り 働 いてみたいことを前もつて,,つ けてもらえた

らいいをと思います。

これ力らtす lrらしぃ言算か( 四各のコン,― 卜(晴 Fすることを期待しています。

弾く人と 聴 く人のハーモニー

腎 島 宏 室

宮くていい者々を瑠く全力|は■るのよ!と言つて友人り奥さんから相介さ'■阜いもので11年tなります。革撃の市から音楽り

続へ 産 素と文化の街へ大変身じようとしている時てした ■ `一人ても多く音楽を躍く仲mtrろ うと宮分の経営している全

社の従来■のちに入全段じました。国内タトの一流航奏者を招いての言率奈ですから四採者の皆様の韓 労もいわrあリカと算せ

られます。

今 浜松市じ 吉 英語市をB指 し大変を楽の入れようです ア クトシティは子環のイメージリ換のようなtのです 市 民の“

いけいがアクトンラィ=代表され全国に結信しようとしております。ここて一つ気になるのユ 題効や涼妥をが超―高ても晴く

人力'二流だと言業ぶは=流 になってしまいます。時として 他 の活実全ても大変残合を光景を日にする時があります.演奏中

席を移動する人 子 供がいたすらをしよう,t イビ■をかいて技ていよう"蜘 らぬ臨の親 また吉来を晴くのまとても喜理たと

,あ れるイさな子松を進1■ている報 会場の席をただとめるたけの人で一trにをっていないてし本,あ 磨 くマ,一 をうにつ,

る事も こ の友の資の日標の一つてあると,,いたことがあります。関係者の営練が大宏,ご輩力と`αりをして避普してい本の

を如って 我 々も聴(マ,一 を,につけないとい|ナ,い と思つてい宮す。よい猪茶て席す一杯になったらな当にそ晴しいと思い

ます 7ク トンティは音業4'1のヽ一ルガFぁり 世 Pr一洸のアーティストカ今後ヽとしとしたることてしょう こ のようと時

に 浜 松ⅢRと して話ウゆtてる旨業資,こしたいものです。それは確く人と弾く人のハーi=― たと思います。



イブニングの音楽会

伊 藤 昭 ―

浜松言英友り合のふれあいおんがくかいう■1年目によいったのですね

破主当時のスタッフの方からわ惑いを受けて 私 も車連入全したのですかヽ 々の後 私 自身の環境も大さ(″わったのにもれ

らず す oと続けてさたのによ 何 か理由ナあるのかな ど今考えています。

毎回 魅力的な言葉によれることが出来るという船待も ちヽことをかすら ス タゥ の皆言たり い わ=手作りのあたたかさ"〔

感しられる理営t ttrTちヵ(ェ″ったことも 大 =な理由です

(t そ れた1すじゃない。

およそE本人は…というと少 大々塑妥です"i -1に的には仕事を終えて家に帰るという生活のスタイルをとつていて そ の道

中かない。つまり ■ 手という/tlブリフクな世界と家にというブライ′(レーの中間かすない。あったとして 居ヽ酒屋であったり′`

チンコてあって 何 かいしましい。

■手と家電の中冊にあるイブニンタの世界が とて`貫 しい。

まれあいおん″く力いま ま さにこのイブ=シ ″のチ四気をい0ぼⅢ持つているの力( とてもJr重なんです拒.

と納停しています。

★保育空より

スタフ7 食 子 京 子

「00ち ,ん い らっし、い 元 気そうお lJ

「00君  今 日はち■,と ご検把Sいみたい 虹 いの力を,J

印演時的力F担ってくとと 保 科室は囁ゃあ“|なり そ して私選スタッフまltしくなります。専円段のほ,さ ん2人 ぶ ■あい

スタッフ2人 ア ル本イトの‐Iさ ん4人 で お うす力りしたお子さん進のお口手をし=す 御両親"●じヽ さAく ゅ っくリコ

ンサートを空Lんて下`工 rと類ぃな力ち … …

Ⅲあすかりするお子さんユ 草 後数ケ月かう小学綱E学年位まてですが おいさんの祭"【,え なくなると ま るで大"てついた

ようにと百!出す子もいます そ ういうけ,ま専円の保oさんにおま力せして 私 は専ち こ椎雄のよい子を相手 t転木甚び  ヽ打

紙 な り緯0 そ れ ままさt孫を旧子の草しいひととさ1といったは境てし|う″、それでも 大 切なお子さん達です。桂技,

どないよう1ことのこく=りに茶来する時田てもあります。

年にわすか0 5口 だけのお十き合いてすみ■保青室を利昴して下さな方々との■五あいは 技 空ですじ ス 束しみのひとつ

てもあります。毎日元気を撤を見せてくl■なお子=んの成長は 致 ヶ月て目を見酪 ものがあり 遊 すの市にも そ れなりの価

也ヒのでか!て  う れしく椛めるひととさです。

おaと 大に ひ とうひとりお母まん速に手を

ひかイ■ う ,としそうに帰なわ子さん進 【 のう

しろ撃に 「本イ ′ イヽ !スいらっし、いえ !J

と声を掛けとうはすと ト ッと一怠 私 どのと

事 ユー渋言です こ のお子さκ虐も遠からすを

碑のお仲四となり 首 率の■き理解をとして成

長■きることてしょう.

もしかしたち?家時らしい航奏案として斉台

に主た,せる力`……と1旬ふく,3様 な期待態も

あるのてす
インタピューに答える仲道祐子さん (7月 38)



著 マ リー マ グダーモットビアフリサイタル

第1回浜松ビアタヨンクール第2位。 “ムれあいおんがくかい
″のために時,いこ来日きれます。

魅力あおれる吉とと美しい苓姿て話埋になった彼女の 久 し】りめ演菱をご期待下さい。

rrt‐ユ字の長本体ラリーズⅡ

森下車踏 ヴァイオ リシリサイタル              6月 23日 (金)

lⅢ台フイルハーモニー交響黎田ヨンサートマスター。すイトウキネンオーケストラにも参加した
今後を最も削rrきれる若手実力派。,1年 桐 抑学□大学出身者をli tとした気の合う0名で,一
トフアタトリーTO(YOを 結成してV まヽす。

1995年 ち"はあt状スカ〈ヵX)予 定

秋 豊 田誓代実ツプラフリサイタル

4月2 7日(木)

7月 14日 (全)夏 ト リオ デ ィ ト リフ室内楽の夕べ

990年ウイオツテイロ降ヨンクール室内染部門優勝 大 ほ国際室内葉ヨンタール第2位入賀 イ
タリアで最もにれた室内アンサンブルの1つ と評価されている若イしいトリオです。

, a
9月■オ日(木)

偏広いレタヽ―トリーを持つ日本を代表するツプラタの
一人です。どんなプログラムを聴かせてく

ださるか今から架しみです

冬 山 口多革子打英器 リサイタル                  1電 埋圏壇塗も

東京芸術大学大学院を手疑後 ツ Uやオーケストラでの減率の怖ら 山 ロタ嘉子パーカツション

ラントの代表としても大活躍中。今回は多数の様々な打非器を絵勢7名で演奏いたします。
各回洪 会場浜松市民会館本一ル

次回コンサー ト 1 1月 5日 (■) 6 : 4 5 p  m

オクサナ ヤ ブロンスカヤピアノリサイタル

プログラム

10周年達成記念  共 催 浜松市教育委員会

お忘れなくおとかけ下さいも

ペートーヴェン!「エロイカJの 主題による15の変奏出

木―トーウェンiビアタンナタ第21番 「ワルトシュタインJ

ムンルグス■― :組曲 「展覧会の絵J

オクサチ ヤ ブじンスカヤは じ ン‐テイポー ヨ ンタールで第2位  リ オ

ア ツ iネ イじてのコンクールて第1位  ウ イーンの本―トーウェン ヨ ンク
ー

ルで第2位 と世界的なコンクールで3つの技を獲得している。アリケートなタッ

チと強大な音章感で話題の超絶ビア■スト。そスクワ普葉院 ジ エリアード古集

院数投を勤めるかたわら 世界30,国以上での演奏活動を補力rlに行つています。

会 員の皆様 への お願 い

全員だより 皆 ホのご奇招をお存ちします。如 字|キ,格 昴無2枚以内でお駅いいたします.

会 員 登 録 1■年度力F変ゎって↓そのまま練張吉れます

退会希望の方 ま住所 氏 名 電 話 会 員重号を卸記人の上前年度の 2月末●たに手予局電退全の常綱せ孫下さい

名湛=更 の方も要41こ旧全員と新会員0住 所 氏 名 電 話 会 員丑号 中U全員り|を おじさり■手研局充めと ,卜 =い

保吉営ご利用の方にコン■―卜の市Fま (に ■部まで oい o(づ 0535,お 中し込み下=い

口努時 (lH減3o分前)か ら終減=て お承りします   (1回 m口 )


